
　　　　　　　　マウスマウスマウスマウスをををを用用用用いたいたいたいた皮膚機能改善効果実験皮膚機能改善効果実験皮膚機能改善効果実験皮膚機能改善効果実験
　　　　マウスマウスマウスマウスはははは過密状態過密状態過密状態過密状態でででで飼育飼育飼育飼育することによってすることによってすることによってすることによってストレスストレスストレスストレスをををを受受受受けますけますけますけます。。。。
　　　　そこでそこでそこでそこでヘアレスマウスヘアレスマウスヘアレスマウスヘアレスマウス（（（（6666週齢週齢週齢週齢、、、、♀♀♀♀））））をををを

：：：： 通常飼育通常飼育通常飼育通常飼育、、、、通常飼料通常飼料通常飼料通常飼料
：：：： 過密飼育過密飼育過密飼育過密飼育、、、、通常飼料通常飼料通常飼料通常飼料
：：：： 過密飼育過密飼育過密飼育過密飼育、、、、5555％％％％マイタケマイタケマイタケマイタケ粉末粉末粉末粉末をををを含含含含むむむむ通常飼料通常飼料通常飼料通常飼料

のののの３３３３群群群群にににに分分分分けてけてけてけて1111週間飼育週間飼育週間飼育週間飼育しましたしましたしましたしました。。。。

通常飼育通常飼育通常飼育通常飼育のののの様子様子様子様子 過密飼育過密飼育過密飼育過密飼育のののの様子様子様子様子

◎◎◎◎表皮血流量表皮血流量表皮血流量表皮血流量

◎◎◎◎皮膚皮膚皮膚皮膚バリアーバリアーバリアーバリアー回復能回復能回復能回復能

　　　　ストレスストレスストレスストレスがかかるとがかかるとがかかるとがかかると皮膚機能皮膚機能皮膚機能皮膚機能がががが悪悪悪悪くなりますくなりますくなりますくなります。。。。
　　　　皮膚機能皮膚機能皮膚機能皮膚機能をはかるをはかるをはかるをはかる指標指標指標指標としてとしてとしてとして「「「「表皮血流量表皮血流量表皮血流量表皮血流量」」」」とととと「「「「皮膚皮膚皮膚皮膚バリアーバリアーバリアーバリアー回復能回復能回復能回復能」」」」をををを測定測定測定測定しししし、、、、比較比較比較比較しましたしましたしましたしました。。。。

①①①① 通通通通 常常常常 飼飼飼飼 育育育育 群群群群
②②②② 対対対対 照照照照 群群群群
③③③③ ママママ イイイイ タタタタ ケケケケ 群群群群
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表皮血流量
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　　　　ストレスストレスストレスストレスをかけたをかけたをかけたをかけた対照群対照群対照群対照群はははは通常飼育群通常飼育群通常飼育群通常飼育群にににに比比比比べべべべ
てててて有意有意有意有意にににに表皮血流量表皮血流量表皮血流量表皮血流量のののの低下低下低下低下がががが見見見見られましたられましたられましたられました。。。。
これにこれにこれにこれに対対対対してしてしてして、、、、マイタケマイタケマイタケマイタケをををを含含含含むむむむ飼料飼料飼料飼料をををを与与与与えたえたえたえたマイマイマイマイ
タケタケタケタケ群群群群はははは過密過密過密過密ストレスストレスストレスストレスによるによるによるによる表皮血流量低下表皮血流量低下表皮血流量低下表皮血流量低下をををを
有意有意有意有意にににに抑制抑制抑制抑制しましたしましたしましたしました。。。。

　　　　ストレスストレスストレスストレスをかけたをかけたをかけたをかけた対照群対照群対照群対照群はははは通常飼育群通常飼育群通常飼育群通常飼育群にににに比比比比
べてべてべてべて有意有意有意有意なななな皮膚皮膚皮膚皮膚バリアーバリアーバリアーバリアー回復能回復能回復能回復能のののの低下低下低下低下がががが見見見見
られましたられましたられましたられました。。。。これにこれにこれにこれに対対対対してしてしてして、、、、マイタケマイタケマイタケマイタケをををを含含含含むむむむ飼飼飼飼
料料料料をををを与与与与えたえたえたえたマイタケマイタケマイタケマイタケ群群群群はははは過密過密過密過密ストレスストレスストレスストレスによるによるによるによる
低下低下低下低下をををを有意有意有意有意にににに抑制抑制抑制抑制しましたしましたしましたしました。。。。

　マイタケを食べることで、ストレスによる皮膚機能の低下を予防することができ、
 肌荒れ、アトピー性皮膚炎など皮膚障害の改善効果や、美容促進効果が期待されます。

マイタケマイタケマイタケマイタケのののの
　　　　　　　　ストレスストレスストレスストレスによるによるによるによる皮膚機能低下改善効果皮膚機能低下改善効果皮膚機能低下改善効果皮膚機能低下改善効果

　皮膚はストレスの影響を受けやすく、肌荒れやアトピー性皮膚炎の悪化など皮膚障害が
起こることが知られています。
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